
覺 鉤

自「】費
キ一卜値
Ｔげ

平
成
二
十
年
度
の
頼
成
自
治
会
の
総

岩
Ｌ
”
の
う

た

雛
ハ
め
嗜
み
ｔ
■
の
波
の
瑯

■
ス
栞
モ
し
い
う
染

「
”
の
た
」

よ
り

砺
波
市
全
体
で
も

一
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

林
と
い
う
苗
字
は
砺
波
市
　
　
　
　
　
　
―

―

額
け
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま

　

颯

せ
ん
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　

　

口
Ｈ
Ｈ
Ｈ
ＩＩ

林

バ
が
、
一
月
一
十

一
Ｈ
い
か
る
ぎ
館
に

い
て
開
催
さ
れ
、
議
長
に
正
覚
の
八

林
　
秀
治

会

‐
――
　
斎
藤
　
夫

開
＝
睦
秋
　
田
＝
哲
弘
　
林
　
山
治

林
　
純
次
　
林
　
繁
樹
　
林
久
仁
彦

西
川
原
　
開
＝
俊
明

正
　
党
　
武
部
幣
ｒ

善
　
導
　
林
　
正
範

田
嵩
さ
ん
を
選
出
し
た
あ
と
議
事
に
入

員
長
、
林
茂
之
振
興
会
長
、
村
岡
修

、
現
行
の
年
額

．
万
円
の
自
治
会
費

千
円
引
き
下
げ
て
九
千
円
に
す
る
こ

な
ど
を
内
容
と
す
る
総
額
五
百
八
十

四
万
円
の
今
年
度
予
算
案
が
全
会
　
致

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
林
孝
行

ち
な
み
に
旧
砺
波
市
時
代
　
一．

一
市
議
か
ら
は
地
区
関
連
の
動
き
と
し

て
、
砺
波
市
防
災
訓
練
が
四
月
Ｆ
●
Ｈ

勝
寺
周
辺
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
、
ケ

・
ネ

ッ
ト
事
業

（内
容
は
光
寿
　
０
０

ハ
年
八
月
号
に
掲
載
）
が
般
若
地
区
内
で

十

一
チ
ー
ム
立
ち
卜
が

っ
た
こ
と
、
庄
東
小
学
校
の
放

課
後
児
童
支
援
の
た
め
の
あ
す
な
ろ
寮
の
改
修
、
般
若

中
学
校
の
耐
震
改
修
、
斎
場
待
合
字
の
増
築
、
砺
波
消

防
署
庄
東
出
張
所
の
設
置
な
ど
が
具
体
化
し
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
宮
委
員
会
の

総
会
が
行
わ
れ
、
総
額
六

十
三
万
円
の
予
算
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

終
了
後
、
和
や
か
に
直

会
が
催
さ
れ
、
情
報
交
換

や
四
方
山
の
話
に
花
が
咲

き
ま
し
た
。
当
日
の
出
席

者
は
七
十
五
人
委
任
状
六

十
七
人
で
し
た
。

０
今
年
度
各
行
〓
の
当
番

御
忌
　
　
　
　
　
　
北
明
常
会

尼
講
　
　
　
　
西
川
原
常
会

お
盆
前
富
掃
除
　
Ｌ
村
各
常
会

秋
季
大
祭
前
官
掃
除
　
公
文
名

０
主
な
役
職
員

林
神
社
氏
ｒ
総
代

林
孝
行
　
林
成
憲
　
八
＝
ｒ

一

頼
成
白
治
会
委
員
長
　
林
孝
行

副
委
員
長

庶
務
常
任
委
員

常
会
長

の 位若般 うす高田分

公川1ヒ坂
文   八齋朴林
名原明東HI藤

悛嘉 iF建
八林林林‖[英範 1口武部

□その他

フ つは実 た市マほと林バ

にて :態まい字にど|:とヤ f:

りは字域 rfl え頼りlわ
｀
れ ¬

｀
グが内字 て成はれ頼て○
全ラあにの みのヒる成

｀
〇

頼成の苗字

頼
成
の

□林

■八田

斎藤

J開 田

2ヽ

の体

〇

考 と

一⌒ う
そ
`ナの■_

こ ど

H I
I l l降友
人

"行

実

自

東

高

坂

■
　
□

硼 燎 市 の 姓 上 位 5位

□

耐

日

廠

ｌ

錮

口ＨＨＨ□
靡

国
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
林

Ю林型枢ｍｍ牌
順調
バぼ
　一　
　
桐‐‐‐‐Ｈ‐‐――』

は
伊
藤
で
、
林
は
三
位
十
九
　
一
　

¨
¨
¨
¨
¨
］
¨

一Ｆ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
す
こ

し
意
外
な
感
じ
も
し
ま
す
。

つ
い
で
で
す
が
林
は
富
山
県
で
は
山
本
に
次

い
で
第

位
、
全
国
で
は
第
十
九
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
ら
で
会
員

の
皆
様
に
肩

の
凝
ら
な
い
ク
イ
ズ
を

一
つ
。
次
に
旧
市
十
七
地
区
の
う
ち
幾

つ
か
の
Ｌ
位
五

位
ま
で
の
苗
字
を
挙
げ
ま
す
の
で
、
ど
こ
の
地
区
か
当

て
て
み
て
く
だ
さ
い
。

一　
①
佐
野

②
紫
藤

③
柴
田

④
野
原

⑤
吉
田

①
前
田

②
Ш
本

③
池
田

④
竹
部

⑤
満
保

一
一　
①
堀
田

②
林
　
③
渡
辺

④
佐
藤

⑤
加
藤

四
　
①
末
永

②
３
村

③
根
尾

④
清
水

⑤
米
林

五
　
①
藤
丼

②
清
原

③
横
Ш

④
３
丼

⑤
水
上

ハ̈
　
①
小
幡

②
花
島

③
堅
田

④
天
野

⑤
坪
本

七
　
①
安
急

②
平
本

③
金
子

④
佐
伯

⑤
上
田

八
　
①
吉
田

②
松
本

③
Ш
本

④
西
田

⑤
河
原

九
　
①
中
島

②
市
出

③
自
江

④
中
嶋

⑤
平
野

十
　
①
松
浦

②
森
　

③
山
本

④
長
森

⑤
長
久

（
正
解
は
裏
面
下
段
に
あ
り
ま
す
）

今
か
ら
千
百
年
ほ
ど
前
の
平
安
初
期

に
作
ら
れ
た
新

撰
姓
氏
録
に
は
千
百
余
り
の
苗
字
が
記
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
林
は
そ
の
中
に
す
で
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
は
高

い
身
分
の
人
に
限
ら
れ
て
い
て
、

今

の
林

の
多
く
は
明
治
八
年

二
月
十

三
日

（
１
月
卜
■

日
は
名
字
の
Ｈ
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
）
に
公
布
さ
れ
た
平

民
苗
字
必
称
義
務
令

に
よ
り
、
そ
れ
ま

で
苗
字

の
無
か

っ
た
平
民
達
が
土
地
の
神
官
や
僧
侶
に
頼
ん
で
付
け
て

も
ら

っ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
下
次
号
に
継
続
し
ま
す
．
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
下
さ
い
。



と
な
み
野
大
稲
橋
桁
尭
威

国
道
三
五
九
号
線
砺
波

東
バ
イ
パ
ス
の
庄
川
に
架

か
る
と
な
み
野
大
橋

（長

さ
四
百
八
メ
ー
ト
ル
）
の

橋
桁
が
、
今
年

一
月
末
架

け
終
わ
り
、
そ
の
全
容
を

現
し
ま
し
た
。

今
年
の
七
月
頃
ま
で
に

は
、
路
面
舗
装
な
ど
も
行

わ
れ
る
予
定
で
、
早
く
通

行
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

会
長
に

林
喜
興
志
さ
ん
再
選

艘
着
Ｇ

・
Ｇ

・
傾
楽
部

腱
会
開
く

光
寿
会
会

員
も
多
数
加

入
し

て
い
る
般
若
グ

ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ

ル

フ
倶
楽
部

の

平
成
十

九
年
度
総
会
が
、

二
月
十
六
日
、
般
若
農
村

改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

会
長

に
当
会
会
員

の
林
喜

興
志
さ
ん

（
善
導
）
が
再

選
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
報

告

で
は
当
会
会

員

の
島
道

成
さ
ん
、
林
義
夫
さ
ん
、

一局
畠
夏
子
さ
ん
ら
が
各
種
大
会

で
優
勝
さ
れ
た
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

平
成

二
十
年
度

の
事
業
案
、
予
算
案
な
ど
を
可
決
、

終
了
後
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

藤
当
者
全
員
の
加
ス
を
目
指
し
て

今
年
度
は
日
和
十
八
年
四
月
二
日
か
ら
田
和
十
九
年

□
月

一
日
の
日
に
生
ま
れ
た
方
々
（小
宇
餃
■
和
三
十
年

壼
率
募
華
が
光
寿
会
の
加
入
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

高
齢
者
同
士
の
連
帯
感
を
高
め
、
親
睦

・
福
祉

・

健
康
な
ど
を
増
進
す
る
た
め
、
該
当
す
る
方
々
全
員

に
加
入
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

オ
寛
間
　
仏
ｎ
し

デ

時ヽ
　
念
行
写

ビ
い

一　
信
■
書

面
合
の
　
正
　
し

百
問
い
　
ｒ
ら
え

大
と
笑

　

かヽ
唱

を
自
大
　
は
ｎ
お

Ｕ
科
始
　
で
行
を

帖
の
議
　
会

一
段

物
妙
同

・の
十
経

捕
絶

一　
。誦
施
依

や

。に
た
朗
実
る

籠
た
髄
し

・
を
ゆ

ロ
ロ
ロ
鷲
し
神
ま
写
回
わ

ｒ
ま
の
し
書
　
い

は
美
場
回
し
い
ご
の
第

ヽ
・

回
寛
劇
四
能
笑
過
後
の
の
た

今
山
笑
第
堪
お
を
午
ｊ
で
し

藤
爆
の
で
美
半
　
側
ま
ま

nt日、 1+lll節気の一つ 「雨水」を過ぎたばかりで、空模様が心配され
ましたが、人のたすけか朝から陽の射す好天に恵まれ、 二十III名の方々が
参加されました。

次
里 勇 :黒 げ 月 轟彙 ぶ課駄 ぃ 室内スポーツ 吹 カ
ットボールJと 、座ってでも楽しめる 「羽根っrゲーム」の大会
を予定しています。それぞれの部門のトップ賞として浮世亭より
のトロフィーも用意しています。ふるってご参加 ドさい。
午後 1時・r、正ltt儡写経第二回 新たに参加される方には第一
・ 1回分もお渡しします。

時

　
一二
月
十

日

（
月
曜
日
）

午
前
九
時

三
十
分

所
　
頼
成
農
村
改
善

セ
ン
タ
ー

い
か
る
ぎ
館

総
会
が
終
っ
た
あ
と
、
懇
親
会
を
行

い
ま
す
の
で
車
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

年
に

一
度
全
会
員
が

一
堂
に
会
す
る

機
会
で
す
。

誘
い
合
わ
せ
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

い
か
る
ぎ
館
に
暗
苺
設
備

昨
年
備
え
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
エ
ク
タ
ー

を
利
用
し
て
、
ビ
デ
オ
や
パ
ソ
コ
ン
画

面
を
大
画
面
で
鮮
明
に
見
る
た
め
、
ど

う
し
て
も
必
要
な
暗
幕
が
、
こ
の
ほ
ど

自
治
会
総
会
で
承
認
さ
れ
と
り
付
け
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
年
度
か

ら
は
き
れ
い
な
大
画
面
で
映
像
を
見
る

こ
と
が
出
来
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

二
月
五
日
の
各
新
聞
が

一
斉
〓
一の
事
件
を
報
通
し

て
以
来
、
各
地
で
健
康
被
害
を
訴
え
る
人
が
続
出
、
次
々
と
検
出

さ
れ
る
投
虫
剤
成
分
．
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
か
ら
商
品
が
次
々
と
激

去
さ
れ
ま
し
た
が
、
「怖
い
．
何
を
信
じ
て
い
い
の
か
分
か
ら
な
い
」

と
、
中
国
会
品
へ
の
消
費
者
の
不
安
と
不
信
は

一
気
に
高
ま
り
ま

し
た
。
日
本
の
食
糧
自
綸
率
は
三
十
幹
台
。
大
半
を
外
国
の
輸
入
に

頼
っ
て
い
る
た
め
に
、
海
外
で
の
出
来
事
が
も
ろ
に
私
た
ち
の
食
キ

を
■
い
ま
す
。
一
機
百
数
十
億
円
の
戦
闘
機
、
一
隻
千
何
百
億

円
と
い
つ
イ
ー
ジ
ス
性
を
備
え
て
国
の
安
全
を
保
障
す
る
こ
と
も

大
切
で
す
が
、
さ
し
せ
ま
っ
た
日
々
の
「食
の
安
全
保
峰
」
の
方
が

よ
り
優
先
度
の
高
い
課
題
だ
と
思
う
の
で
す
が
．

一
面
の
解
答
　
い
く
つ
当
た
り
ま
し
た
か
・

一
若
林

　

　

二
　
栴
燎
山
　
一二
出
町
　
　
四

庄
下
　
五

中
野

ハ^

五
康
屋
　
ｔ

大
田
　

　

八

南
般
若
　
九

高
波
　
＋

東
般
若

二月行事予定

9日 御忌
10日 光寿会総会

26日～31日

用水止め


